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さほう

よ｜庭｜禾｜風1

展室田古宇のしカ＝む

12.5仕）～ 1. 31(日）

「字。iむなど、いわゆる 「字 •］ I 」をさすのが通例「昨典」というと、一般的には「字主1・」「昨ii：：」

「百科：r;.典」のような、語義の解釈よりも -bj:＼.象そのものの説明を主とする「-bf＼：~l~」矧とは区別さて＼

百f.::j·.1.J1J;U~（J＇~なものを「rnたとえは＼古くから「昨~I~」や「4典」がつくられた 1IJl:tl においては 、i Lる。

「小学」、すなわち「事典」とこの「~Ml：：」としτ区別していたが、i＇：：」、語学昨書的なものを「 小学」

とよここでは、仮にこれらを総林して「昨3・」r ,fi'f!ll~」の境界は必ずしも lりj維にしがたいので、と

その歴史を概観するのをこの展示会の主眼とした。

さて、 rjI国の昨；1：：；て・・11止も111し、ものは紀元前2世．紀ごろにj求立した周公の「爾邪i：」（「：1::
＂＇‘．むんゐいじ．’う

の語＊を当用語で訓釈した’ド；！F)が知lられ、その後の附代の 「：｜じ立記紗」、唐代の「芸文匁l来」「白氏
さつ ぷげん か

六11111i」、宋代の「太平御覧」「太平広記」「nu・府元色」
えんぬん，，、叫ん は、・．んいん」
「i!HI鑑知図」「古今制的」「保文部府」

び

「竿「三オ図会」「玉ifif.」、明代の「永楽大典」
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誌」、 i1H・tの

「J,)i~~字典」等々 、有名なものだけでもかなりの数

にのぼり、中国の学問（特にfit＼学の経主1・）崇拝の

「芸文~Ji衆」はじめ官1云統をあらわしているが、

撲のものが少くないのは、 1ミ吏の干：~1－挙登用制に支
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えられてのこととも考えられる。

このような中国の昨告ーは早くから日本にも伝わ
eけ よ

り（藤原佐世「日本国見在；1：：目録」）、形式 ・内容

けー’L~＇ －； 
ともに大きな；；診斡を与えた。奈良時代の「華厳綾

和名類潔室長、
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「むかしの辞書展」出品目録

I.日本の事典・辞典

〈古代〉

i. rJi·nn：鋭プミif1+:;r~ i': IJ 釈，•'if j: 

ll({fll 8年刊 121.£ 7 1111 

2 . f委r.w栄紗 iJfi[ Jiili Jじ千｜｜年川HJ(,1; ifi’j .. 本 ）
「1卸,j.：」印記 20巻101111

3.しl 遊 J'ff.'，＼守本；.；i~ 1:1i i!fil i.'Y・芯
大正1 5年ー＝riJ( 山』）I~保存会）

4 . f)r/J', i.皮下士j(.j"少 揃 J心状
江戸末期l与

〈中 世〉

5 . !fr~分 i"tH 阿佐 釈 r.11i島在 宅11rr11.'f f ~Fil 

「術1+J1:p記 L俊iuJl制J,JH.:

6.下学民 J，£下立ノi<20年F1J

7. :f合芥抄〔略要抄〕 ii••！院（ 必JJ；＼ ｝ 公 ＇i'-t

江戸初！日iHJ 

8.日＠I:私：I）：〔;'ill鑑訣〕 ヰ：111r11.Ht'1'

1 IIせ

10巻lO!IU・

1 !IU・ 

1 !llJ・ 

6巻61111 

22. 祁’ j-:J;J（制柴~！j’ !'I；必（:!fi LLI) 

iU itj•JUJFIJ 
23. i;；あられ本］，•γ•U毛

大似14.i'.f.ll]

24. i見7：三Tl＇巧－本）山＼・ Lと
立政lI if. HJ 

25. i ,f;,iM1ILit：イ i怖』·~： ji;l ’lj'. 

26. ii. 1・・nニ義；：）1: ‘！と日1m胤
iU＇末WJ万文久3年l紙本

0 

27. fll14¥i’J：拡 .n川illf.',j専制 ’ムー政2{j'. HJ 
J出！~ ffザ： fifi1111i:li. 

（参考）

7巻21111 

1 !Ill 

1 !Ill 

lO:&!OlllJ 

4 :& 4 !IU・ 

13 lllJ 

o II本文典 0・クルチウス 18571ド（ラ イデン版）
j己1U下’I：自'l¥lll1i：主 1llU 

0利1W文典 1ili後制 ライデンl~hi (1810-1822）復刻

＇！，，＿：政 4年Fil l己必if：，γ：自i'illl1i:li. 2 !IU・ 

「術J,j>；」印記駿infi:前1,；泉本 1 !IU・ 〈近代〉

9. f委J.!J;;; 度jえ18.1'.j三HJ 「御本」1:1i記

3 JJ; 3 1111 

10. ,1H~イ di主 J~l,,f:年 1::1リ 「 i~IJ-1.：」 i'IJ,ii..'.

駿 iftfi~U,l良 ,j.: 2 !IU・ 

〈近世〉

11. ~~ .. l問tm川集 厳正刊行武
＇／~｛以 2 年 i川後1:p ) 10巻1311仕

12. ~~~五日大全 ℃干IJJ/;JjJ(J（山氏）

;;1；ノi<7 if. fl] 10＞.＇き ・!11・1巻1211け

13. 11本釈r.!tJJ;l鰐f,l(統＇ltF}
l己以13年刊 31.£311日

14.利j見名数 n mm1.W.i1"lil:) 
江戸tltJUHIJ 2 llU 

15.大和・j：始 ! l 応l.iJ~ イド （ Uf-,lj )

’ιf~＇. 6 .l'.f-1'.IJ 6JJ:・｛・J・1巻3llU 
16.手llf:l:i!ffi0 ! l IJ;l.iJUH H ,11) 

J己株7年flj 8巻91111 

17. flli英三A図会 ·＃！：.•；良公制

HJ（正徳3年片：） 105巻 ・r'i1己各1巻8111仕

18.詰品多識制林道ぶ江戸111JUJ Fil 5巻 5!llJ・ 

19. r.物六1j1,lj（入品韮・器l!オ道） fJr 1f品ル ill~制

'i~f公10 ・ j;:J符 5 年｜ー·IJ 11 !llJ 

20.東維新井沢美 ι[J'i末期l’ザ 20：＆・行l巻211111

21. :J・；石N({I): 紀（日前）；；・；、1(1制

江戸末JYJ'.!I 132巻（イI欠）9011甘

28. ollfj凶 i英語7：引大全 ‘1＜川 出
lりlifl 9年l'lj 1 !llJ 

29. (I利令，1): lりlif1l6～19.1'.f. Fl](文部行） 201111・ 

30.ことばの）j"-. i'fr介111.文明治31-iドF1J

4 ＞.＇き・!11・1>.'さ5!llJ・ 
31. )l!Hft !Jt ,1{ fljiji.話h;;; 怖i1ll｝じ丸沢

llJJ ifl 4年Fil 1 !Ill 

32. !;t,iff韮 lりJif! 5年 Fil 1 1111 

II.中国の事典・辞典
33 . 新 HJf:I~ 羽t ；＂；・・11¥I知1・

2 巻（「 昨， 1 ；~＇？：祁」 lり lFIJのJl-J)

34. I ~ h;;; JJ;釘＼ 9 !11稲川大’·；：，；主本；；i~ l'!J

決 ・ ~I川＇i"H巽 ll({fll 7 年 F1J（米）j文化il'Z. 1 ~＝~＂＂； 6 ) 

1 1111 

35. 太平術l位 :,.j~ ・ 学 ll}j ~·－；； /i>' :liゾ＇JJ~~ lリト｝jiff｝じiHIJ
「f却,oj.:J~IJ,lt'. I, 000巻・llH!O｛き1201111
げA 、

36. 11u・1fr厄fむ :;j~ ・ E欽治似Ll!: ~'J；：収納扶
：ゲ（Iりl) 「御本J1:1iぷ 1,000巻202!1U・

37. I司文下す：文 句J.Eニ以成同文.iJ. 
lりJ./;I符10年1・＇IJ 「i制J-1.:J1:1i記 2＞.＇き2II甘

38. l~h'l：制 l別・1;1:泌J巽
lリJ.}j／持41.1'.j三f1J 127 :&100 !IU・ 

39 . んIt~日’ iサ社 十1・Mb立何iiAち
i1'i・ ・ 1J；玉、！？等4叫'}Jj兇
I l本.ii:：ノ・i<9年側主lj 41 !llJ・ 

40. ~乱文 {fJIJ(.f ii'i・J,}t烈Ji.I年御山

it'i・HJ本 106.｛き.fftj立106JJi20011甘
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1風習｜息｜ょI'J I 
蓬左文庫の蔵書群－2-

〈尾張洋学館旧蔵書〉

！暗リ長j羊学館は、尾·JL~ ）！裕士J二 IJI{!Jr敏や伊jj長圭介らを中心、に、 天保年IMJより名古屋城三の丸の上回邸(JJl

営林同）内に設け られた｜描j：学的で、これらについては、たびたび利介されているので詳しくは述べな

いが、ここに備えつけられていたテキストが本文庫に伝わっている。iみ；！？番号は14-1～42まで、全

42m1 ( 67点。 政本を含む ）、ゴウタ版 ・ ライデン I~反 ・ ブレダ版などのl描i:P:: （オランタの原告）をはじめ、

江戸・長111奇・r，占崖における｛民主lj,,j,;:（安政版）や訳述書、｜品i;fl J ,¥"r-!.UJ.等である。内容は、医学 ・物理 ・兵

ザ： ・lft史 ・J也旦Ii・語学など多11岐にわたる。主なものは「輿地紀略」「手Iii品！こj・：＊」「日本文.！）Iむなど。こ

れらのほとんどに「足以洋学館印」 1:11記がみられる （「注左」部7号参）！（＼）。 入！車のH寺JUJはlりjらかでな

いが、 ；~（＇ ’y：館長ともいうべき _1-_11111!111＆の没後（文久年IHJ）、おそ らく明治初年ごろであろう 。

〈奥村徳（得）義旧蔵書〉

r，抗： 「イiゆえii.. ~111H」の抗：才；·として長II られる奥村f忠義 （ 1793～ 18620 泌主茂徳の誌を避けて科義と

改む）の，，迩：＇，＇：：ヵ、これである。全60市11(172.＇.＇！：）。 文Wf1＇：長i1::1存サの31-1～79 （欠祷あり ）で特則されてい

る 。 これらにはおおむね 「 奥村」（朱 ） という印記がみられ、本文hj.' に人l•li＇.した｜努に捺されたと，目、われ

る 「ii'i」J'.IJ( ~民）がその上から除されている 。 人＠のH初日iは lリlifl年ll¥Jと忠われるが未詳。なお、 1忠義

は J （： ~b瀞 ｜： で制］，）］，削·，，H;:i~ rl•ll\Mi を長〈勤め、ほかにも「松1‘.：Ho；！＇＂！＼」などの抗：； 1 ：：ーがある 。 ｜｜｜必， 1::111 、主な

むのは、 「！己防Jl文記」 「注Lr:111ric」 などの地誌をはじめ、 j己必史料として価値の~·：j ~、ものが多い。

すべて＇lj：イλで、徳義の｜’I'1＼も少なくなし、。

く水野正信旧蔵書〉

11•］ じく JC: •Jl~泌 I: （大道、千家臣）のノ＇l<'l'i'J[f,¥(1805～69）の｜｜｜成，1：：。総数は232古II(769点） と、か

なり の；はである。1i：説1':0醤サは32-1～33-27まで。ほとんどに「；j('J'f'JE伝図引：之記」 （朱）という必：＇F

1:11がみられる。本文wに入ったのは、やはりその没後 （1りlifl 2年）のlリlifl年！日！とみられる。正析は、
外IE！及び蝦必l弘Jf系の・Fに興味ヵ、深〈、それらの資本｜をij!l.Hした 「1'il~1lf市内」の制す；として r. ，~·：i いが、

ほかに「 11i~.ii.J: ' 1＼」「1山容~：elm」「 'ttifパ1'if；笈： 」 のようなJ~i'°HIの foiiTr: ・ 4'it説wも、この11111・ゑ，1::1jJに含まれ

ている。その他、奥村本と｜百lじく if（生t7d: J邑必史本｜が多く、 J[f,l i’｜ら、あるいはその側近の才；の干にな

るり＇ ,,j，；がほとんどで、 ~·i＋ーの FIJ 本が）Jll わ っている 。
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コラム

蓬左文庫の蔵書印
ヲ 「 l毛 ii在 ~11'ti:'1':·1(.]' 1 i：主 ， I~： 」
その6.r J 印，it.'.

『 Jt~W(.fJI・胤向l」

織茂 三 郎

本文Jiltには、 Jt,11~ i様作役所備えつけの資料も所1みされ

ており、それぞれの1:11？.じがある。1ili々 lrtl（／＇）「待lldt.'.鈷所凶

i i ｝：之記」 や 「 ！~1111 記所」 もその例に入るが、今 l!!I は「J毛

泌~＇P社＇1\Jff1i:it. 1 ：＝」 と 「 If •JWffヲ "l必向j」のふたつをとりあ

げた。・＇1：村山.J(.f とは 、円上本行所、 j符〕 1・＇~~！とは才， ,11LtlllTl$ 

行所のことであろうが、後者については、 一応倹：iずの余

I也がある。

さて、午fIA五行と lllTA>i行は、これに勘定本行 （あるいは l1l1i~行 ） を加えて、近世必税体制下におい

ては三本行と称される行政および司法上車止さな役職で、守社本行は r.のように ..jf社 ｝j を、 IHT!i~行は械

｜ずのllff}jを支配・竹..fl！！し、いずれも定以は 2r. 、役 r~＇：j ( Jf,( l! IJとしてイl：職rlIのみ支給）は500イ｛、！前Jlltjは

,'f::tl：ポ行の}"jが上位を：＇ iめた。まず、 「＝’付1:'1¥J削減，1：：」の印記をもっ現存の資料には、！副長縦士の系

訴を集成した 「て｜：林j斥i回」や 「初II併 （hWf ・ ~：）：・ w またその （ i'}川、すなわち江戸城のこと ） 年表」 などがあ

り、印のサイズは、たて74mm・よこ39mmの長}jI杉の大別。つぎは 「l副長附〕I雌F-il」であるが、 J(.r・'JI・（ふ

いん ） というのは rl• III の， 111Jl~ （l(J な’1＼~i官名で、地 ｝Jl乏＇［＇＼・のー柿に }is!,する 。 しかし、 i[i止の日本には、これ

にひ っ たりと令うものが比当らず、 lt•JW(.fヲ1 と は何を桁すのか、かならずしも lりl らかでない。 ljlに地

似のJ{.f( l-61(.J'ないし •Jl~l{.f ） といえば、その下1・ J(.fすなわちr. ,11b±となることは、＇ I'斐や駿infのずf)(.fを、そ

れぞれ、＇ I'J{'.f .駿JUーなどと称するのと同様であるが、〕l雌ともなれば、いささかまぎらわしい。ただ、

JI・には、1i1はじのように、地}j長打の立1!.jミがあ

り、役トi は弔いがI也｛立はそれほど；~＇：j くないの

で、r,,'IJi域下を司どる IHT!i~行所とみて差し

立えないようにιl、われる。ちなみに、京仰の

IHT }jには京峨（きょうしき。左足（.tiJ；（にわか

れ、その民＇！＇：・は大夫 ）があり、これをltfJ孔に.，1::

けば 「京兆（けし、ちょう ））りとなるが、 ιjii!!・

以降はほとんど空名にMし、近世には京都

町本行が世かれた。これも 「尾必illヲf・ij偲」を

「t.11i1lill汀4吋'fR斤」に当てるイTブJ~ .. ~処りどこ

ろの一つである。印のサイズは、たて56mm、

よこ37mm。（盆左文庫調ft研究以）
「尾泌寺社'En符1縁、＇r-」印記 「尾坂杯I予居是正II」印記
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出版物 覧

：｝＇，，片品i市法左文Jilli英主！？分知日H(S. 50年一HJ) 3, 500円 注1正文hli.iH~文化財図録（s. 52年十llj) 200円

：｝＇，，片品i市逢ft文hlI固；l：＝分m目3占（s . 51年HJ) 4,000円
名古屋市i釜左文hlI古文；1:=1'1絵図l=IH(S .51年llJ)2, soo~q 

尼崎久弥コレクション目H第一～三』~

( s. 52～55ij三干lj) J弁 1,500円

;¥, ,11）£：；投手n正縦）索づ｜・総目鉢（s .53年l・lj) 2,000円
名古屋；接持続編索引（s .47年Tlj) 700円

t.111占tlj能；1r-＊先制総目録（S . 44.ifo'FIJ) 

善本解題図録第一～三』j,f( s. 55年l写版）

400円

名 300円

i=l -1＇の 1t ； ~I~ ＜法左文hi！図録＞（s .52ij三干lj) 200円
注1正文Joi；・泌氏物読図録（s .53年刊） 300円

蓬左文庫所蔵古地図複製（s .55～56年刊）

No. 1～No. 7 各 1,800円

No. 8 （尾張宏、付図）春日井郡 1, 800円

名古屋筆書三編第12巻（s .56年刊）

（葎の滴）諸家雑談 ・家事雑識 3,000円

食以上の出版物は、本文hlI事務室において頒布しています。郵送希望の方は郵送料が必要ですので、お問い合

わせ下さい。（ただし、，11.t也凶彼裂は郵送不可）

＊本文liF所蔵古地図の中市街な絞製を作成し、希望者には~iti布しています。

＊「t.111hl波子：＝三樹」（20巻 ・付ー i巻予定）のITT1回配ノドを¥lfiイIi"Iです。ただ今、第 2IITI内C.-1'をi¥fif1iiiしていますが、

II｛｛和57年 1}-J末～ 2rJl:J'iに＼)J'i布いたします。

I> I> I> 利用ご案内 寸＜］ <] 

b開館時間

b休館日

午前9時30分～午後5＂寺

旬丹11/il日 ・節 3金11/il日（館内経理li日）

／日BIRに鼠なる場合l;i日曜！日J!f:.月・火休館1
祝日｜ ｜ 1月陥 ,, 月・大f＊館 ／ 

I>閲 覧 館内に限り、銭外貸し出しはいたしません

（｜則覧料）普通図詐無料

重要図書有料（ 1部100円）

b展 示 ~oji；時成立？の一部を展示

（特別展を除き入場無料）

I>複写サービス 普通図告ーのうち保存上；j~斡のないも

のについて複写サービスを行ないま

す。その他、マイク ロフィルムの利

用、写真搬；i与の申請を受付－けますの

で、ご来庫の」二、ご相談下さい。

年末年始休館のお安nらせ

12月28日～ 1月4日

名古屋市蓬左文庫

干461名古屋市東区徳川H汀1001帯地

~（ 052 )935-2173 

（市バス新出来町北 l伽）
山口町東 500m

名古屋市蓬左文庫
，，，，、ス
新出来町

世，，，H町・れ＇＂M駅 長大松・H,,,,.,, 

. • ，，，、ス斬Ill米町

「蓬左」第8号 食昭和56年12月5日発行会編集 ・発行 ：名古屋市蓬左文庫（東区徳川町1001番地）

食無料公不定JV！刊行 食印刷 ：大同印刷（東区泉2-3 -18) 
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